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 【目的】  
本研究の目的は、急速な高齢化の進展によって人口構成に著しい偏りを生じ、将来的
にコミュニティ機能の維持に困難をきたす恐れのある地域（ニュータウン）を対象とし
た公衆衛生看護活動上の課題を明らかにすることである。 
【方法】  
〔用語の操作定義〕本研究ではニュータウンを調査単位とした。ニュータウンとは都市
の過密化への対策として郊外に新たに建設された新しい市街地である。消滅可能性のあ
るコミュニティとは以下の条件に該当する地域と定義した。①ニュータウンに住居購入
した働き盛り世代（25-35 歳）が 2025 年に後期高齢者となる造成から 40 年以上経過し
た（1974 年以前）地域。 ②調査開始時（2017 年 4 月）に高齢化率 21％以上（超高齢社
会に該当）の地域。③国土交通省によるニュータウンの定義（2015）に該当する地域。 
〔研究対象〕ニュータウン住民及び保健専門職：東海地区内４地区で行政保健師５名、
地域包括支援センター職員２名、住民２名から協力を得た。〔データ収集方法〕質的帰
納的デザイン、半構成的面接法による個別インタビュー調査。質問項目は a)対象地区の
環境要因、b)地域の健康状態（健康に関する指標、 QOL、保健行動の状況、健康づくり
に関与する政策、組織、ソーシャルキャピタル）、c)研究対象者自身が捉えている健康
リスク d)研究対象者の基本属性（職種、経験年数）。逐語録を作成し内容分析した（Greg，
2007）。質的研究の 質の管理として COREQ： Consolidated criteria for reporting 
qualitative research（ 2007）， 32-item checklist for interview and focus group
に準拠し研究過程を管理した。〔倫理的配慮〕 所属大学の倫理審査委員会 の承認
（No.17036 及び No.17079）を得た方法を遵守した。  
【結果】  
造成後一定年数が経過したニュータウンの健康課題として【特定健診受診率が低値（高
値）】【独居男性のアルコール依存問題】等のカテゴリーが抽出された。健診の低受診率
地域では開業医に依存し医師も高齢化している。高受診率地域では地域住民の SES
（Socio-economic Status）に比例して予防行動への意識が高く、フィットネスクラブ
等の社会資源を利用し、個人単位での健康づくり活動に積極的に取り組む。 
造成後何年経っても近所付き合いがよそよそしく相互にソーシャルサポートを得にく
い。自立した子世代は遠方に定住しており、要介護状態に陥った場合も重症化してから
の発見となり介入が遅れやすい。男性は退職後の生活の変化に対応できにくく、特に配
偶者が死亡した場合には重度のアルコール依存に陥る事例がある。ゆとりをもった区画
整備がされている地域は子世代との同居や住み替えが上手く行っており健康度が高い。 
【考察】  
全国と比べニュータウンの健康課題に特殊性は見られない。しかし、SES・年代・家族
構成・環境等の基本属性の等質性が高まる結果、ヘルスリテラシーや健康行動に差が生
じ健康リスク・強みが他地域より濃厚に現れると考える。今後は量的アプローチによる
仮説検証を行なった上でニュータウンを健康づくりの視点から類型化し、保健専門職に
よる介入の優先度の判断並びに援助方法の弁別を支援する指標の開発を目指す。   
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